
あ
ね
が
わ
じ
ょ
う
あ
と

佐
賀
・姉
川
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
佐
賀
県
神
埼
郡
神
埼
町
大
字
姉
川

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
一
一
月
―

一
九
九
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
神
埼
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
緒
方
祐
次
郎

。
河
野
史
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
四
世
紀
―

一
七
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

姉
川
城
跡
は
、
神
埼
町
の
南
西
部
の
標
高
約
三
―
四
ｍ
の
低
湿
地
に
立
地
し

て
い
る
。
特
に
、
神
埼
町
や
そ
の
南
側
に
隣
接
す
る
千
代
田
町
に
お
い
て
は
、

低
湿
地
に
お
い
て
ク
リ
ー
ク
と

呼
ば
れ
る
濠
が
多
く
発
達
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
ク
リ
ー
ク

に
囲
ま
れ
た
大
小
の
島
が
多
数

存
在
し
て
い
る
。
姉
川
城
跡
は
、

こ
の
よ
う
な
一尿
に
囲
ま
れ
た
館

匈

跡
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
他
に
も

佐

神
埼
町
の
低
湿
地
に
お
い
て
は
、

ぐ

横
武
城
跡
や
柳
郷
城
跡

。
本
告
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牟
田
遺
跡
な
ど
、
数
多
く
の
同
様
の
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

は
隣
接
す
る
千
代
田
町
に
お
い
て
も
同
様
で
、
直
鳥
城
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、

同
様
の
遺
跡
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

姉
川
城
跡
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
重
要
遺
跡
確
認
調
査
と
し
て
、
神
埼
町
教

育
委
員
会
が
、　
一
九
人
九
年
よ
り
七
カ
年
計
画

（調
査
六
カ
年
・
整
理
報
告
一
カ

年
）
で
実
施
し
て
き
た
。
調
査
の
性
格
上
、
限
ら
れ
た
面
積
の
発
掘
で
は
あ
っ

た
が
、
広
大
な
対
象
地
区
内
に
お
け
る
遺
構
の
分
布
状
況
や
そ
の
概
観
な
ど
を
、

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

調
査
は
、
数
多
く
存
在
す
る
大
小
の
島
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
行
な
っ
て

い
る
が
、
今
回
報
告
す
る
木
簡
の
出
土
し
た
Ａ
十
七
ト
レ
ン
チ
は
、　
一
九
人
九

年
度
に
実
施
し
た
調
査
地
点
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
島

は
、
「
タ
チ

（館
こ

の
地
名
が
残

っ
て
お
り
、
南
北

一
一
六
ｍ
、
東
西
幅
が
北

辺
で
五
〇
ｍ
、
南
辺
で
人
六
ｍ
の
台
形
プ
ラ
ン
を
呈
し
て
い
る
。　
一
帯
の
島
群

の
中
で
は
そ
の
規
模
は
と
り
わ
け
大
き
く
、
そ
の
位
置
や
形
状
か
ら
、
姉
川
城

の
主
郭
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
島
の
北

・
東

・
西
の
三
辺

に
は
、
現
在
は
開
墾
に
よ
っ
て
消
失
し
て
い
る
が
、
高
さ
二
ｍ
程
度
の
上
塁
を

構
え
て
い
た
ら
し
く
、
現
在
も
そ
の
位
置
は
地
割
り
に
残
っ
て
い
る
。
Ａ
十
七

ト
レ
ン
チ
は
、
島
の
北
西
端
付
近
に
設
定
し
て
お
り
、
調
査
の
結
果
、
数
枚
の

遺
構
面
や
、
そ
れ
に
伴
う
溝
や
小
穴
な
ど
を
検
出
し
た
。
掘
立
柱
建
物
な
ど
の

施
設
は
、
Ａ
十
七
ト
レ
ン
チ
よ
り
さ
ら
に
南
側
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
に
多
く

分
布
し
て
お
り
、
特
に

一
六
世
紀
中

。
後
葉
に
か
け
て
の
遺
物
と
と
も
に
、
三
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間
×
七
間
の
大
型
建
物
跡
を
中
心
と
し
た
建
物
群
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
Ａ
十
七
ト
レ
ン
チ
の
東
端
を
部
分
的
に
掘
り
下
げ
た
ト
レ
ン
チ
の
下

層
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
、
溝
状
の
遺
構
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
四
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
遺
構
か
ら
は
、
土
師
器
の
杯
や
皿
な
ど
の
土
器
類
や
、
下
駄
、
杭
状

・
板

状
の
木
製
品
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
土
器
類
は

一
四
世
紀
代
の
特
徴

を
示
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

一日
日
日

日
――

□

（
篤

Ｃ

×

Ｏ
Ｄ

×
卜
　
ｏ
鐵

や
や
厚
み
の
あ
る
板
材
の
片
面
に
、
墨
書
の
痕
跡
が
残
る
が
、
判
読
は
困
難

な
状
況
で
あ
る
。
厚
さ
は
全
体
的
に
ほ
ぼ
均

一
で
あ
り
、
墨
書
の
記
さ
れ
て
い

る
面
、
及
び
そ
の
裏
面
も
平
滑
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
端
及
び
片
側

の
側
面
に
面
取
り
が
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
欠
損
し
て
お
り
、
本
来
の
形
状
は
不

明
で
あ
り
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

Ａ
十
七
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
は
、
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
四
の
上
面
に
は
整
地
層
と

o               5m
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考
え
ら
れ
る
層
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
整
地
作
業
後
に
新
た
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
一
や
Ｓ
Ｄ
〇

一
二
な
ど
の
溝
状
の
施
設
な
ど
が
掘
り
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
一
や
Ｓ
Ｄ
〇

一
二
な
ど
の
遺
構
か
ら
の
出
土
遺

物
は
、　
三
ハ
世
紀
代
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
姉
川
城
に
お
け
る
新
し
い
段
階

の
施
設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
下
層
に
あ
た
る
卜
Ｓ
Ｄ
〇
二
四
が
検
出

さ
れ
た
層
か
ら
は
こ
の
他
に
も
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
四
な
ど
の
溝
状
の
施
設
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、

多
数
の
小
区
画
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
区
画

群
の
時
期
は
、
出
土
遺
物
よ
り
お
お
む
ね

一
四
世
紀
の
前
葉
が
上
限
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
後

一
六
世
紀
代
に
か
け
て
数
回
の
盛
土
整
地
が
行
な
わ
れ
て
、
こ
の

よ
う
な
小
区
画
の
統
合
が
な
さ
れ
、
現
況
の
館
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
成
立
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
整
理
作
業
に
よ
り
、
よ
り
詳
細
な
年
代
設
定
や
そ

れ
に
伴
う
施
設
の
性
格
を
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

網
野
善
彦

・
石
井
　
進
編

『中
世
の
風
景
を
読
む
　
七
』
（新
入
物
往
来
社

一
九
九
五
年
）

（桑
原
幸
則
）

な
か
ぞ
の

佐
賀
。
中
園
遺
跡
Ⅲ
区

１
　
所
在
地
　
　
　
佐
賀
県
神
埼
郡
神
埼
町
大
字
鶴

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
九
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
神
埼
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
河
野
史
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（官
衛
の
周
辺
に
あ
た
る
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
園
遺
跡
は
、
神
埼
町
の
東
端
に
位
置
す
る
吉
野
ケ
里
丘
陵
の
西
側
に
形
成

さ
れ
た
、
標
高
約
八
ｔ

一
〇
ｍ
の
低
位
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
。
調
査
地
は
、

馬
郡
集
落
の
南
側
に
位
置
し
て

お
り
、
そ
の
東
方
約
二
〇
〇

ｍ

の
地
点
に

「大
嶋

一
斗
二
升
」

と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
た

吉
野
ケ
里
遺
跡
Ⅳ
区

（本
誌
第

九
号
）
、
北
西
約
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
の

動

位
置
に
、
木
簡

一
点
が
出
土
し

佐

た
志
波
屋
四
の
坪
遺
跡

（本
誌

第

一
〇
号
、
吉
野
ケ
里
遺
跡
群
）、




